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本書は、絵本に触れながら様々な人の人生観が述べられている。一枚目をめくると『絵本

と出会い、何かが変わっていくかもしれない・・・。心が何かを求めているとき、悲しみの

中にいるとき、絵本を開いてみたい。幼き日の感性のりが、心の持ち方の転換が、いのちの

物語が、人を見つめる木々の記憶が、そして祈りの静寂が、そこにはある。』と述べられて

おり、本書を全て読み終えると、まさにこれが絵本にあると確信できる。本書はそのことを

150 冊の絵本を解説しながら述べられている。 

1 冊目に解説されていた絵本のインパクトが強かった。右手の指がない状態で生まれてき

た子のお話である。この話から、絵本の持つ力の偉大さを感じた。「絵本は文字が読めない

と度もでも理解できる」ということを上手く使う一方、子どもでも分かる内容で書かれてい

るというのが素晴らしいと思う。ここでは、絵本の力で『多様性の在り方』を親目線、本人

目線、周りの子ども目線から伝えていて、この点から偉大さを感じた。 

また、グリーフケアの話についても、絵本にこんな力があるのかと、グッと心がつぶされ

た。グリーフケアとは親族の死別や闘病など強いストレスを受けたときに、俳句をうたった

り、闘病記を書いたりして心を休ませることである。そうすることで、自分の心を客観的に

見ることが出来て落ち着くそうだ。そのグリーフケアの一つとして「絵本作成」をされてい

た。初めての一人旅で乗っていた飛行機墜落により息子を失った親、息子と果物が食べたい

と言って柿を植えて事故に遭った夫、色々な境遇の方が書かれていた。紹介されていた本は、

絵本の立った一部だが、その一部を読むだけで当時の言葉に出来ないほどの悲しみ（虚無

感？）や、今でも残る想いを共感できた気がした。 

 


